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   The following tables show statistics on the patients and main operations in our  depart-

ment during the period of January to December, 1961.

1緒 言

昭 和30年 よ り昭和35年 度 に至 る我 が教 室 の泌

尿 器科 患 者 の 統計 的 観 察 に 関 しては,す で に泌

尿 紀要6巻 及 び7巻 に記載 した。 昭 和36年 度 も

同様 の分 類 法 に準 じて観 察 を お こな つ た ので,

こ こに前年 度 と比 較 検 討 す る と と もに,そ の年

次 的 推 移 を知 る資 料 と した い.

皿 患 者 総 数

本年度の外来患者総数は973名 で,前 年度の790名 に

比 しかな りの増加を示した.(但 し当科においては,

前年 度よ り引き続 き外来 に通院す る患者は,本 年度の

統計に収録するので,実 数は多少重複 す る)内 訳

は,男 子675名,女 子298名 で,そ の受診 月別分類は,

Table1の 如 くである.1月 中に受診 した104名 の う

ち,前 年度 より引 ぎ続 き通院のものは男子50例,女 子

17例 で,従 って新患実数は37例 となる.こ れを グラフ

に示せば,Fig.1の 如 くで,10月 に ピー クを示 した.

入院患者総数は219名 で,そ の 月 別 分類は,Table

2の 如 くであ る.勿 論 この数は各月に新転 入した患

者数であって,前 月 より引続 き入院中の ものを加える

とその実数は遙かに増加す る.前 年度 と比較検討す る

ため,Fig.1と 同様 グラフに示 した(Fig.2).入 院

患者数 も外来患者数 と同様10月 が ピークである.

次に外来及び入院患者 の年令及び性別分類をお こな

つた(Table3).前 年 と同様,男 女性共に20才 ,30才

台が圧倒的に多い.

皿 外 来 患 者

外来患者を主要疾患別に分類すればTable4の 如

くであ る.

患者数973に 対 し疾患 総数1103で あ る.前 年度 に 比

し性病がやや増加 したほかは特に変動は認 め られ な

い.
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Table1.MonthlyNumberofOutpatientsNo。f
Patientb

531

Male

January

February

March

April

May

June

July

August

September

October

November

December

80
(50)

48

42

62

48

48

76

68

59

68

43

33

Female Tota1

24
(17)

21

13

26

33

28

21

31

28

37

15

21

104
(67)

69

55

88

81

76

97

99

87

105

58

54

Tota1 6751 」 298 973
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Fig.1.MonthlyNumberofOutpatientsin

1960&1961

Table2,MonthlyNumberofInpatients

Noof

Pa†ion十s

30

25

20

15

10

January

February

March

April

May

June

July

August

September

October

November

December

Tota1

Male

7

12

13

16

18

16

10

17

12

26

13

8

168

FemaIe

1

7

0

3

5

7

5

7

6

5

2

3

51

Tota1

8・

19

13

19

23

23

15

24

18

31

15

11

ig61

1960
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Fig.2.MonthlyNumberofInpatientsin

1960&1961

Table3.Age&Sex

Ages

219

0～10

11～20

21・V30

31～40

41～50

51～60

61～70

71rv80

81～90

Total

Outpatients

Male

38

45

188

170

108

64

43

14

5

675

Female

8

29

61

75

43

35

28

17

2

298

Inpatients

T…11

46

74

249

245

151

99

71

31

7

973

Male

2

11

38

48

20

17

21

13

1

171

Female

2

8

12

6

6

9

4

0

0

Total

4

19

50

54

26

26

25

13

1

47 218
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MainDiseasesofOutpatients2.尿 路 性 器 結 核症

VeneralDisease

UrogenitalTuberculosis

Urolithiasis

UrogenitalTumor

SexualDisease

OtherDiseases

88(7.5%)

66(5.6)

183(15.5)

127(10,8)

97(8.2)

624(52.7)

Tota1 1185

以下,主 要疾患別に略述す る.

1.性 病(非 淋菌性尿道炎を含む)

急性淋疾及び非淋菌性尿道炎が略々同数で過半を占

める.硬 性下疽 を4例 経験 したことは注 目すべ きであ

り,今 後顕症梅毒の増加が予想 され る(Tab.5).

Table5.VeneralDisease

Tab.6に 示す如 くで,腎 膀胱結核 が や や 増 加し

た.尿 路性器結核症の総数は66例 で この うち約半数は

術後受 診のものである.

3,尿 路結 石症

尿路結石症患者総数は183例 で,逐 年増加 の傾向が

認め られ る.前 年同様,上 部尿路結石症が131例 で過

半数を占めてい る.膀 胱結石症例の うち3例 は,手 術

後縫合 糸に よる異物結石である.ま た尿管結石の1例

は,左 尿管瘤内に28ケ の結石を有 していた稀 な症例で

あった.昨 年 同様,UncertainUrolithiasisと して18

例を経験 した(Tab.7).

4.尿 路性器腫瘍(前 立腺肥大症 を含む)

前立腺肥大症の増加が認め られ る,膀 胱腫瘍の うち

Table7.Urolithiasis

No.ofCases

No.ofCases

「
AcuteGonorrhealUrethritisI

ChronicGonorrhealUrethritis

Non-GonococcalUrethritis

PostgonorrhealUrethral

Stricture

InduratedShancre

Miscellaneous

24

Total

8

27

15

RenalCalculus

UreteralCalculus

VesicalCalculus

UrethralCalculus

SpontaneousDischargedof
Calculus

ProstaticCalculus

UIlcertainUrolithiasis

47

84

16

1

13

5

17

4

10

88 Table8.UrogenitalTumor

Table6.UrogenitalTuberculosis

Renal&VesicalTbc.

EpididymicTbc.

UncertainEpididymicTbc.

ProstaticTbc.

TbcofSeminalVesicle

Uncertaセ1UrogenitalTbc.

Tota1

No.ofCases

25

23

6

6

2

4

RenalTumor

UreteralTumor

VesicalTumor

UrethralTumor

ProstaticHypertrophy

ProstaticTumor

TesticularTumor

Miscellaneous

66 Total

No.ofCases

15

1

15

2

47

ユ5

5

27

127
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5例 は,子 宮 頸 癌患 者 で 尿 路 系精 査 の 際,癌 性 侵 襲 が

膀胱 内に及 ん で い る もの を加 えた.Miscellaneousは

陰茎 包皮及 び亀 頭 周 囲 の 良性 腫 瘍 が主 であ る(Tab.

8),

5.性 的疾 患

男性不 妊 が特 に増 加 した.こ れ は主 と して 他病 院 及

び医師 に よ り紹 介 され た患 者 で あ る.

また 類宙 官症 及 び他 の器 質 的性 不 全 症15例 を経 験 し

たが,こ の中に は停 留 睾丸 は 含 まれ て いな い また,

FunctionalSexua1Disturbancesと して 陰萎 症,早

漏 な どを一 括 した(Tab.9).

Table9.SexualDiseases

533

6,そ の他の疾患

その他 の上部尿路疾患 をTab.10に 示した.腎 孟

炎及び腎孟腎炎,腎 炎,遊 走腎などがその主なもので

ある,

Table11. OtherDiseasesofLowerUrinary

Tract

No.ofCases

No.ofCases

MaleSterility

Eunuchoidism

Intersex

OtherMaleHypogonadism

FunctionalSexualDisturbances

Vasectomy

Miscellaneous

Tota1

50

5

2

13

7

9

11

AcuteCystitis

ChronicCystitis

HemorrhagicCystitis

Trigonitis

InterstitialCystitis

68

63

29

21

2

183

97

TrigonalAnomaly

Urethritis

UrethralStricture
(UndetermninedOrigin)

PosttraumaticUrethralStricture

PeriurethralAbscess

IrritableBladder

Miscellaneous

11

12

2

3

2

17

14

Tota1 244

Table10.OtherDiseasesofUpperUrinary

Tract Table12.OtherDiseasesofGenitalOrgans

No.ofCases

Nephritis

PyelitisorPyelonephritis

Hydronephrosis

Pyonephrosis

EssentialHematuria

MovableKidney

PolycysticKidney

CrossedEctopiaofKidney

OtherAnomalies

Miscellaneous

Tota1

27

11

5

2

5

24

8

2

11

35

Prostatitis

SeminalVesiculitis

Balanopostitis

Phimosis

Micropenis

Retentiotestis

Hydroceletestis

Vulvo-vaginitis

Hematospermia

Miscellaneous

No.ofCases

130 Tota1

62

5

11

13

1

4

8

6

15

25

150
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そ の他 の下 部 尿路 疾 患 はTab.11に 示 す 如 くであTable13,MainDiseasesofInpatients

る.こ の うち各種膀胱炎が最 も多 く,183例 を 算 し

た.ま た表 中尿道炎は主として小児のそれを示し,成

人 の尿道炎は殆ん どVeneralDiseaseに 包括せ しめ

た.

その他の性器疾患 ではTab.12に 示す如 く前立腺

炎が62例 で圧倒的に多い.

IV入 院 患 者

入院患者総数はTab.2の 如 く219名で,総 疾患数

は239で ある.昨 年度に比 し尿路性器結核の増加 が 注

目される.尿 路結石症ではその過半数が尿管結石症で

ある.

SexualDiseaseは 主として男性不妊,ま た種々の

性器発育不全症にっ いて,精 密検査 の必要上入院せ し

No.ofCases

VeneralDisease

UrogenitalTuberculosis

Urolithiasis

UrogenitalTumor

SexualDisease

OtherDiseases

8

40

49

25

20

97

No.ofInpatients219

Table14.Operations

No.ofCases

Kidney

Nephrectomy

Adrenalectomy
Nephropexy

Nephrolithotomy

Pyelolithotomy

19

1

7

4

1

32

Ureter

Ureterolithotomy
Pyeloureteroplasty

UreteroPlasty

CutaneousUreterostomy

UreterOneOCyStOStOmy

UretereCtOmy

19

3
9

3

1

1

Bladder

TotalCystectomy

PartialCystectomy

Cystolithotomy

Cystostomy

TransurethralCoagulation

2

1

3

2

3

Urethra Urethroplasty
Urethrolithotomy

4

2

Prostate

Prostatectomy
Prostatolithotomy
T.U.R.
T.U.C.(Coagulation)

12

1

46

SeminalVesicle&Deferens
SeminalVesiclectomy

Vasectomy
AnastomosisofSeminalTracts

1

16

8

Penis&ScrotalContents

Orchiectomy

Orchiopexy

Hydrocelectomy

Epididymectomy

Circumcision

10

2

8

25

10

36

11

6

59

25

Miscellaneous

Total(No.ofPatients219)

55

48

272
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めた もので,少 数 の人工授精例 もこの うち に 含 ま れ

る,そ の他の ものでは,水 腎症,遊 走 腎,腎 孟 炎,

腎炎,膀 胱炎,前 立腺炎な どがその主 なも の で あ る

(Tab.13).

Table15.Anesthesia

V手 術々式並びに麻酔法

IntratrachealA. 15

535

General
Anesthesia

Local

Anesthesia

OpendrOP

IntravenousA.

SpinalA.(H)

SpinalA.(L)

SacralA.

Infiltration

Tota1

3

27

103

37

49

38

45

227

272

手術総数は272回 で,219例 に対 して施行 している,

主 な術式はTab.14の 如 くである.尿 路結石症に対

す る切石術が最 も多い.前 立腺別除術では 恥 骨 後 式

10,恥 骨上式2で ある.精 路の復元術 では精管 ・精管

端 々吻合術5,精 管 ・副睾丸側 々吻合術2,精 管 ・睾

丸移植術1が その内訳である,

なお睾丸及び前立腺生検法は本項に含ま れ て い な

い.

麻酔方法を分類すれぽTab.15の 如 くであ る.膀

胱鏡検査その他に対す る尿道粘膜麻酔(主 に局麻含ゼ

リー剤)は 除外 した.

VI結 語

例年の如く,昭 和36年 度における大阪医大泌

尿器科の臨床統計を集計した.
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血 管収縮作 用 をもち

作 用 持 続 時間 の長 い
新 局 所 麻 酔 剤

@◎

本剤 は ス エ ーデ ン 。ボ フ ォー ス ーノー ベ ル クルー ト社

提 携 品 で、 同社 研究 所 に 於 て、12力 年 の歳 月 を費 し て

完 成 された 新局 所 麻 酔剤 で あ る。

【特 長】1.本 剤 はそ れ 自体 血 管収 縮 作 用 を もつ 。

2。作 用 発現 が 速 かで且 つ 持続 時 間が長 い。

3.急 性 毒 性 が 少 く忍 容量 が大 で 、組 織 を損 傷 しな い。

4.麻 酔 成功 率 が極 め て高 い 。
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